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豊橋市立保育園事例検討会についての報告と考察
－“音楽リズム”の指導について考える－

井　中　あけみ

豊橋市立「くるみ保育園」にて，平成18

年10月24日（火）「公立保育園事例検討会」

が行われ，指導・助言者として参加する機

会を得た．このような事例検討会は豊橋市

において数少ない取り組みであり，今後の

発展を期待してその概要を報告するととも

に，若干の考察を加える．

【参加者】

豊橋市役所保育課……………………１名

豊橋市立保育園保育士………………５名

豊橋市立「くるみ保育園」保育士

（園長含む）…………７名

豊橋創造大学短期大学部……………１名

【テーマ】

「生き生きとリズム遊びをするために」

（動物になって遊ぼう）

【ねらい】

２歳児の音楽リズムの指導法の研究．身

体能力の発育促進と子供たちの表現豊か

な身体表現を目的とし，精神的にまた肉

体的にのびのびとした園生活を行うため

の方法の一つとして実践したものを報告

し，２歳児の子供の心身の発達を知り，

リズム遊びを通して子供たちの成長を探

っていく．

実践内容

１．季節の歌や子供たちの好きな歌や手遊

びをする．

①季節の歌を楽しむ．

「チューリップ」「ちょうちょ」

「こいのぼり」

②子どもたちの好きな歌を歌う．

「ぞうさん」「わにのうた」

「かえるのうた」

③手遊びをする．

「はじまるよ」「キャベツの中から」

「パンダうさぎコアラ」

①と②と③では，それぞれの趣旨による

曲目選択の区別がはっきりしており，大変

わかりやすい．①は時代を問わず歌い継が

れているものであり，②は子どもの興味の

度合いが，動物にあることを表している．

また③については「手遊び」という言葉遊

びが中心となることから，新しい歌が採り

上げられている．これについては詳しい報

告はなく，「リズム遊び」への導入に用い

られているものである．

２．リズム遊びや表現あそびをする．

①ピアノに合わせ，歩いたり走ったりす

る．

②身近な動物になって遊ぶ．

③表現遊びが苦手な子の事例．

※この実践事例については以下に具体的に

報告する．
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具体的な事例の報告

１．［事例１］

音を聴いて表現する楽しさを味わう

指導者……１～3人　ピアノ……１人

下記の表は，事例検討会用に作成された

ものであり，ここでは内容をそのまま紹介

する．尚左端の欄に記載されたＡ・Ｂ・Ｃ

等と，表の中の各横線については，この表

をより分かりやすいものとするため，ここ

で新たに付け加えたものである．

行進曲を弾く． 
行進曲，停止の合図などは，
あらかじめ決めておき，一
定の曲にする． 
 
子どもたちが落ち着き，流
れが少し出てきたところで，
少しずつテンポを速くする． 
 
子守唄の曲を弾き，心を休
め，落ち着かせるようにす
る． 
無理に寝かせたりしないよ
うに見守る． 
 
 
行進曲を弾く． 
いきいきと歩けるような言
葉がけをする． 
 
低音でゆっくり弾く． 
保育士がすぐには動作せず
に，子どもの様子を見る． 
ヒントになる言葉がけをす
る． 
 
 
 
行進曲を弾く． 
 
 
 
高音でリズミカルに弾く． 
保育士もいっしょに表現す
ることを楽しむ． 

曲を意識して歩く． 
 
 
 
 
曲の変化に気づき走る子 
まったく変化に気づかない
子． 
 
寝転ぶ． 
立ち尽くしてしまったり，
座ったままの子もいる． 
 
 
 
 
喜んで歩き出す． 
手をふって力強く歩き始め
る． 
 
次にどんな変化があるか，
楽しみにしている子もいる．

（保育士の動きをよく見てい
る．） 
怪獣になったりし，大また
でゆっくり歩く． 
普通に歩いている子もいる． 
 
元気よく歩き出す． 
ほっとした表情を見せる子
もいる． 
 
うさぎになって跳ねる． 
小走りに走る． 
動きながら「面白いね．」な
どと言う． 

「どんな曲かな？」 
「さあ，歩いてみよう．」 
曲を口ずさむ． 
 
 

「速くなってきたよ．走るよ．」 
「わー，すごい○○くん速い．

飛行機みたい．」 
 

“ジャジャーン”の合図 
「寝るよ．」「シュー」 
「いっぱい走ったから，力を

ためておくだよ．○○ちゃ
んと○○ちゃんは，力がた
まってきているね．」 

 
「また，音が聞こえてきたよ．」 
「そうそう，○○ちゃん，元

気に歩いているね．」 
 

「あ，今度は違う音に変わっ
てきたよ．」 

「そうそう，怪獣みたいだね．」 
「ゆっくりな音だね．」 
「くまさんもいるね．」 
 
 
 

「またまた音が変わったよ．
よく聞いてみてごらん．」 

「そうそう，歩こう，歩こう．」 
 

「かわいい音だね．跳ねてみ
よう．」 

「○○ちゃん，うさぎさんみ
たいになったね．」 

子 ど も の 姿  保 育 士 の 言 葉 が け  援 助 の ポ イ ン ト  

A 
 
 
 
 
B 
 
 
 
C 
 
 
 
 
 
 
A 
 
 
 
B 
 
 
 
 
 
 
 
A 
 
 
 
B

Z ⁄ I v 24 æ {   07.03.15 09:07 AM  y [ W  42



事例１は，保育士の発信（保育士の言葉

がけ）によって子どもの行動（子どもの姿）

が見られるタイプのものである．ここでは

保育士の働きかけが，大きく3つのパター

ンに分類されていると言えるであろう．

A：テーマ曲の提示

この事例のテーマソングである「行進

曲」で，繰り返し提示することにより，

「音楽を聴く」体制を整える．

B：テーマ曲の発展

Ａに緩急をつけたり，リズムのバリエ

ーションをする．

Ｃ：静止の状態

子守唄や静かな音で落ち着かせる．

Ａに関しては，最も動きの取りやすい行

進というパターンを用い，動作も導入にふ

さわしい誰にでもできる「歩く」というモ

チーフで子どもの体のリズムを整えている．

43豊橋市立保育園事例検討会についての報告と考察（井中）

C 
↓ 
A 
 
 
A 
 
B 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
C

気持ちが開放されておらず，
寝転ぶという動作まで行か
ない子もいるので様子を見
守るようにする． 
 
行進曲を弾く． 
 
落ち着いてきたところで曲
に変化をもたせていく． 
低音でゆっくり弾く． 
子どもたちが表現している
姿を真似したりして，楽し
めるようにしていく． 
身近なものに例えて，表現
しやすい言葉がけをする． 
 
 
けがのないように注意をは
らう． 
保育士も隣で眠り，安心し
て体を横になれるようにす
る． 
 
子どもからの言葉に同意し
て安心して表現できるよう
にする． 
○○になりたい，という気
持ちを大切にしていく． 

喜んで寝転ぶ子，ふざけて
しまう子もいる． 
不安そうな顔をしている子
もいる． 
 
安心して歩き出す． 
 
歩きながら保育士の顔をよ
く見ている． 
自信を持って力強く歩く子
もいる． 
喜んで怖そうな顔をしてい
る． 
音にあわせて走り出す． 
よそ見していた子も真剣に
走り出す． 
 
寝転ぶ． 
ごそごそ動いて場所を移動
している子もいる． 
真剣に目を閉じようとする． 
 
 

「はーい」と言って起きる． 
「○○はうさぎ．○○は怪獣．
○○はかえる．○○は飛行
機．」 
自分で考えてなりきってい
る子もいる． 
他児がやる姿を見て，やっ
てみようとする子もいる． 

“ジャジャーン”の合図． 
「寝るよ．」 
「さあ，この音は何だっけ．」 
 
 
曲を口ずさむ． 
 

「この音は……怪獣さんがい
っぱいだ．」 

「くまさんも強そう．」 
「あ，速くなってきた．」 
「走るよ．速く，速く，新幹

線くらい速いよ．」 
 
 
 
 

“ジャジャーン”の合図 
「寝ると，力がたまってくる

よ．しー．」 
 
 
 

「起きよ，起きよ，くま組み
のお友だち．」 

「元気になったから，動物に
なって，お部屋に帰ろうか．
どんな動物でもいいよ．」 

「○○ちゃんはうさぎなの．
かわいいね．」 

「先生はぞうさんになろうか
な．」 
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Ｂでは展開・発展を試みており，曲が変

化することで（緩→急 or 急→緩 等）個々

のイメージが広がりをみせる．この部分で

は最も個人差が現れ，Ａの誰にでもできる

行進とのずれが大きな特徴となるであろ

う．

ＣはＡからＢへの動きが大きな変化を起

こし，緊張と興奮のクライマックスを向か

えた後に必要な静の状態のことである．こ

の静の状態で緊張を開放（満足感）へと導

いていくことは，音楽の基本ともいえる構

造で構成されているといえよう．

この事例１ではここに述べたＡ・Ｂ・Ｃ

の繰り返しが，子どもの関心度の変化と共

に適度に繰り返されており，時間も約10分

間という２歳児の集中力の範囲内で行われ

ていることなどから，大変こどもにとって

消化しやすいプログラムであるといえよ

う．子どもの興味の度合いの高い動物や乗

り物などをイメージさせ，指導者がそれぞ

れの動きの速度やリズムを提供していくと

ころなどは，保育士の語りかけや観察力が

重要であり，特にすぐに順応できない子ど

もたちがどのような過程を経て動きを身に

つけていくのかは，今後音楽リズムを学習

していくにおいての，貴重な資料となるも

のである．

改善点としては，この表の記録方法に若

干あると考えられる．〈援助のポイント〉

の部分に「指導のポイント」と「指導項目」

が同時に記載されており，分かりづらいと

思われる．むしろ表の左端に「指導項目」

を記載し，どのような過程で指導が進めら

れていくかを提示することが望ましい．

２．［事例２］

身近な動物になって遊ぶⅠ

（散歩にでかけよう）

①どんな動物に出会うのか．

②その動物がどんな食べ物を食べるのか．

③どのような食べ方をするのか．

④その動物はどのようなリズムや速度が適

しているのか．

これは，室内にいながら野外をイメージ

するという，いわば「イメージ学習」であ

る．保育士は子どもからの発信を大切にし，

そこからさらに広がりを持てるようサポー

トしていけることが理想である．さらにこ

のような場面では，発想の個人差や個性が

かなり顕著に現れることから，場面の切り

替えなども大切な項目となるであろう．

この事例２では「…魔法をかけるよ．」

などの語りかけをもちいて工夫がされてい

る．またここでは，自然や生き物について

の学習も同時に行われており，音楽に苦手

意識を持っている子どもも，この活動に参

加しているという意識が持ちやすくなるの

ではないであろうか．その意味からも身近

な動物を題材にすることは，大変意義のあ

ることである．

さらに日頃行っている「ごっこ遊び」や

「つもり遊び」がここに織り込まれており，

動物になったつもりの動作などが具体的に

示されている．

また生活の三要素である「衣・食・住」

の中の最も子どもが理解しやすい「食」を

用い，自然の中での「食」の動作を「音楽

リズム」で表現している．

44 豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第24号
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３．［事例3］

身近な動物になって遊ぶⅡ

（カエルになって遊ぶ）

①カエルのお面作り　　

②カエルになって遊ぶ

③カエルの冒険ごっこ

①では，カエルの顔が仕上がっていく段

階でピアノ演奏を入れ，カエルの雰囲気を

高めていく．

②では，実際にアマガエルを飼育ケース

で飼い，蚊などのエサを食べる姿や泳ぐ姿

跳ぶ姿を観察した．新聞紙を破り水に見立

ててビニールプールの中に入れていく．

「カエルのうた」を歌い，飛び跳ねたりピ

ョンピョンしながらカエルになっていく．

③では，カエルの動作だけでなく，スト

ーリー性を持って世界を広げていった．そ

の展開の結びでは，「運動遊び」を行い，

体育器具（平均台・マット・跳び箱）で体

を動かし，散歩のほどよい疲れと満足感を

味わう．（運動会への導入）

どの場面においても「イメージ」のトレ

ーニングがなされており，それを発展・展

開させていくことで，表現の形が完成され

ていくようである．

この事例３では，表現あそびがより表現

しやすくなるよう，具体的に認識しようと

試みがなされ，その創作の過程でさまざま

な工夫がなされている．

４．［事例4］

表現遊びが苦手な子への対応

４月５月当初に全く表現遊びに参加でき

なかったＡ子についての成長過程が，記録

され，報告された．

「表現遊び」「リズム遊び」を行うこと

で，Ａ子が日頃生活面で保育士との関わり

を持っていなかったことに気が付いた．

保育士の方からさりげなくＡ子に話しかけ

たり，一緒に遊んだりする機会を増やして

いった．

「お面作り」の際には，Ａ子の好きなう

さぎのぬいぐるみから，うさぎのお面作り

をし，結果他の子どもたちと一緒にリズム

遊びを行えるようになった．（うさぎのリ

ズムでピアノを弾く等）

さらにＡ子に共感したり，言葉がけを増

やすことによって，保育士とＡ子の関係は

良くなっていった．

感想と評価

今回の事例では，子どもの身体機能の発

達や心身の発達が中心になって研究がなさ

れており，保育現場での取り組みとしては

非常に分かりやすく，意味のあるものであ

った．

特に保育士が，決められた音楽で決めら

れた動き（リズム）を提供するのではなく，

子どもの生命の中にあるそのままの躍動感

を，できるだけ自然に引き出せるよう努力

されているところにこの研究の魅力が感じ

られる．また子どもたちが音楽を聞いて呼

び覚まされた感情を，身体の動きを通して

表現しやすいよう導いたり，方向付けたり

子ども本来の素材をできるだけ大切に扱っ

ていくところに，重要な価値があるものと
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考えられる．

実際この事例の記録の時期よりも２・３

ヶ月の後に，この指導を見学したところ，

子どもたちは全員がそれぞれの表現でかな

り高い集中力を持って参加していた．この

ことからも，この指導の成果は十分にあっ

たといえよう．さらに見逃してはならない

ことは，この指導を行っていく過程で，常

に保育士が「子どもの心身の発達」につい

て試行錯誤の研究を繰り返してきたことで

ある．今後も日常の保育の中でのコミュニ

ケーションやスキンシップをないがしろに

せず，個々の姿をしつかりと観察し，保育

士と子どもとの信頼関係を構築することに

惜しみない努力を続けていかれることであ

ろう．

改善点に関しては，事例２と，具体的に

身近な動物としてカエルを取り上げた事例

３の位置づけを明確にし，どの時期にどの

事例をプログラムするのかといった，子ど

ものとまどいや成長の段階を整理し，もう

一度構成し直す必要があるのではなかろう

か．これも来年度に向けての課題の一つと

なるはずである．

考　　察

今後の保育現場での「音楽リズム」の

あり方について

日頃間違った既成概念からか，「音楽リ

ズム」というと，与えられた音楽に動きを

合わせたりする，型にはまった動きのもの

を想像しがちである．コダーイやオルフや

ダルクローズのメソードを，彼らの民族的

文化背景を理解せず，闇雲に日本の保育現

場に用いることの不安は，かつてから危惧

されてきたことである．それについては，

大宮真琴氏と徳丸吉彦氏も『幼児と音楽』

（1985）に「日本の，しかも幼児教育にお

けるリトミックのありかたは，かなり慎重

に検討されなければならないでしょう．」

といっている．

また学校教育基本法の中に「音楽リズム」

という語をおりこんだ，つまり「音楽リズ

ム」の生みの親である坂元彦太郎氏による

と，「音楽リズムの理念」は「行進やおゆ

うぎの伴奏音楽のリズムパターンに，幼児

の身体の動きをあわせることは，リズム教

育の本質ではない．」と主張している１）．

子どものリズム教育は遊びの中で，たと

えば民族的なリズムやその他学習で得たリ

ズムの形をバランスよく調和して，目的に

応じて表現されるべきではなかろうか．固

定された音楽やリズムパターンにせばめる

ことなく，身体活動や言語活動の中にも子

どものリズムは生産されており，自発的に

遊びを通してリズムを楽しんでいる子ども

の姿に我々はもっと目を向け，そこに大い

に学ぶ必要がある．

『子どもの発達と音楽』の中で，筧三智

子氏は「身体のリズムは子どもの身体の成

長ばかりでなく，全発達を支えるものであ

る」と述べている２）．子どもの音楽的発達

は身体運動，歌唱や楽器演奏などに分かれ

ていくが，音楽以前の段階としての身体の

リズムは，その後の音楽活動の基礎となっ

ていくのである３）．その意味からも今回の

事例を起点とし，子どもがさらに音楽と表

現で，生まれながら内在している力を引き

46 豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第24号

１）大宮真琴・徳丸吉彦編 『幼児と音楽』有斐閣選書 1985年
２）筧三智子著 『子どもの発達と音楽』音楽之友社
３）『幼児と音楽』 ｐ148
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出せるよう保育士や研究者がさらに検討を

続けるべきである．

最近の子どもたちに関わる社会問題は深

刻化している．０歳から６歳までの保育内

容に音楽は大きな存在価値があるといって

も過言ではない．むしろその時期を広い意

味での「身体のリズム表現」と置き換える

こともできるのではなかろうか．我々は子

どもの言葉・運動などそれぞれの発達段階

を注意深く観察し，その中から表現される

「基本的な音楽」で，子どもがバランスよ

く成長できるように，また精神の安定と心

の豊かさを蓄えられるようなカリキュラム

を研究していかなければならないと考え

る．さらに今後保育現場と教員養成機関が

共通意識を持って，より良い保育のあり方

を追求し，より良い保育士を育成し，今後

の保育の発展に貢献しなければならないと

共に，保育現場でのこのような取り組みが

発展していくことに期待している．

47豊橋市立保育園事例検討会についての報告と考察（井中）
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